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米国広報教科書事情 

 

高度に制度化された米国の広報教育の現場で、どのような教科書が使われているだろうか。

大々的な調査を行ったわけではないが、いくつかの資料からその一端を知ることが出来た

ので、紹介しよう。 

 

AEJMC (Association for Education in Journalism and Mass Communication)の Public Relations 

Division は会員向けサービスの一環として、division メンバー有志から提供されたシラバス

の公開と共有化を進めている。ここから、どのような教科書が使われているかをまとめて

みたのが、添付の表である。ここに掲載されているものはごく一部の大学の限られた科目

であることに留意する必要があるが、米国の大学レベルの広報教育の一端を知ることが出

来よう。 

 併せて教科書に関する二つの文献を紹介しておく。一つは 1996 年に Public Relations 

Review 誌が Donald K. Wright (現 Boston 大学教授)に委嘱したレビュー論文、いま一つは

Margaret E. Duffy (執筆当時 Associate Professor in the Department of Speech, Communication and 

Theatre at Austin Peay State University, Clarksville, TN)の 2000 年の論文である。 

Wright (1996)によると、米国の大学で最初に使われた広報の教科書は、Edward L. Bernays

の Crystallizing Public Opinion (Boni & Liveright, 1923)で、20 年代央に New York 大学での授

業で使用された。その後 70 年代から 80 年代にかけて多くの大学で本格的な広報教育が開

始されると、多くの大学で採用される基礎的入門的教科書が出現し始めた。 

 Wright (1996)は 90 年代央に比較的よく使われている次の 6 種類の基礎的入門的教科書を

取り上げてそれぞれの特徴を比較し、採用している教員の声を紹介している。 

(1) Baskin, O. W. and Aronoff, C. E. Public Relations: The Profession and the Practice (3rd ed.). 

Boulder: West. 1992. 501 pages. (First edition published in 1983.) 

(2) Cutlip, S. M., Center, A. H. and Broom, G. M. Effective Public Relations (7th ed.). Englewood 

Cliffs, NJ: Prentice-Hall. 1994. 560 pages. (First edition, authored by Cutlip & Center, published 

in 1952.) 

(3) Grunig, J. E., and Hunt, T. Managing Public Relations. New York: Holt, Rinehart and Winston. 

1984. 550 pages. 

(4) Newsom, D., VanSlyke Turk, J., and Kruckeberg, D. This is PR: The Realities of Public 

Relations (6th ed.). Belmont, CA: Wadsworth. 1996. 596 pages. (First edition, authored by 

Newsom & Alan Scott, published in 1976.) 



(5) Seitel, F. P. The Practice of Public Relations (6th ed.). Englewood Cliffs, NJ: Prentice-Hall. 

1995. 552 pages. (First edition published in 1980 by Merrill.) 

(6) Wilcox, D. L., Ault, P. H. and Agee, W. K., Public Relations Strategies and Tactics (4th ed.). 

New York: Harper Collins. 1995. 696 pages. (First edition published in 1986.) 

 Duffy (2000)は、既存の広報教育が一面的であるとする批判の論調だが、この論文の立論

の根拠として代表的な教科書 5 冊の記述が用いられている。 

(1) Baskin, O., Aronoff, C. E., and Lattimore, D. Public Relations. (1997). 

(2) Grunig, J. E., and Hunt, T. Managing Public Relations. (1984). 

(3) Hiebert, R. E. Precision Public Relations. (1988). 

(4) Newsom, D., VanSlyke Turk, J., and Kruckeberg, D. This is PR. (1996). 

(5) Seitel, F. P. The Practice of Public Relations. (1998). 

 

これらの資料から、概ねここに取り上げた教科書が標準的な教科書として認められている

ようだ。AEJMC の資料は最近年のシラバスを収集しているので、現状を知ることが出来る

と思われる。どなたか最新の事情をご存知の方は補足、修正をお願いしたい。 
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